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受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・ロシア株ファンド」は、
このたび、第₁₄期の決算を行ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<4778>

ダイワ・ロシア株ファンド

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ・ロシア株マザーファンド
の受益証券

ダイワ・ロシア株
マザーファンド

ロシアの金融商品取引所上場株式
および店頭登録株式（上場予定お
よび店頭登録予定を含みます。）な
らびにロシアの企業のＤＲ（預託
証券）

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主としてロシアの株式（※）の中から、豊富な天
然資源の強みを背景に、国内需要の拡大など産業構
造の変化が進むロシア経済において、成長が期待さ
れる企業に投資することにより、信託財産の中長期
的な成長をめざして運用を行ないます。
　（※ ）株式…ＤＲ、米ドル建ての株式等を含みます

ので、投資対象国以外の通貨の為替リスクが発
生する場合があります。

②運用にあたっては、以下の点に留意しながら投資
することを基本とします。
　イ ．業績動向、流動性等により銘柄の定量分析を

行ない、投資対象銘柄を決定します。
　ロ ．財務内容、経営陣の評価、セクター内の競争

力、バリュエーション、利益成長等に着目し、
買付候補銘柄を決定します。

　ハ ．ポートフォリオの構築においては、業種分散、
銘柄分散を考慮します。

③外貨建資産の運用にあたっては、デカ・インベスト
メント社に運用の指図にかかる権限を委託します。
④株式の組入比率は、通常の状態で信託財産の純資
産総額の80％程度以上に維持することを基本としま
す。
⑤保有外貨建資産の為替変動リスクを回避するため
の為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マ ザ ー フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率

無制限
マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等とし、原則として、基準価額の
水準等を勘案して分配金額を決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミ
リーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてマザーファンド
（当ファンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に
投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。



ダイワ・ロシア株ファンド

■最近 5 期の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 ＭＳＣＩロシア10/40指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

10期末（2013年2月20日） ₈, ₇₇₈ ₀ ₂₆. ₉ ₇, ₃₂₇ ₃₁. ₃ ₉₄. ₉ ― ₈, ₅₂₄ 
11期末（2013年8月20日） ₈, ₀₂₈ ₀ △ ₈. ₅ ₆, ₇₈₈ △  ₇. ₄ ₉₀. ₄ ― ₆, ₄₆₇ 
12期末（2014年2月20日） ₈, ₂₂₈ ₀ ₂. ₅ ₆, ₇₆₇ △  ₀. ₃ ₉₃. ₆ ― ₅, ₃₇₈ 
13期末（2014年8月20日） ₈, ₅₈₈ ₀ ₄. ₄ ₆, ₉₃₄ ₂. ₅ ₉₃. ₂ ― ₅, ₁₆₁ 
14期末（2015年2月20日） ₇, ₉₁₄ ₀ △ ₇. ₈ ₆, ₁₈₁ △  ₁₀. ₉ ₉₃. ₁ ― ₅, ₀₂₃ 

（注 ₁ ） ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc. の承諾を得て、ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数（配当込み、米ドルベース）を
もとに円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数は、ＭＳＣＩ Inc. が開発し
た株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc. に帰属します。またＭＳＣＩ Inc. は、同指数の内容を
変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注 ₂ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₃ ） 株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当期中の基準価額と市況の推移
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ダイワ・ロシア株ファンド

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₈, ₅₈₈円　期末：₇, ₉₁₄円　騰落率：△₇. ₈％
【基準価額の主な変動要因】

マザーファンドを通じてロシアの株式に投資した結果、ロシア・ルーブルの下落により、基準価額は値下がりしました。
◆投資環境について

○ロシア株式市況
ロシア株式市況は、期首から₂₀₁₄年₁₀月中旬にかけて、世界経済の先行き不安や米国の量的金融緩和終了と利上げ開始

への警戒感、原油価格の下落、不安定なウクライナ情勢などから、軟調な値動きとなりました。₁₀月下旬には、ＥＣＢ
（欧州中央銀行）の追加刺激策への期待や米国経済に対する悲観的な見方の後退に加え、ウクライナへの天然ガス供給再
開をめぐりロシアとウクライナが合意に達するとの見通しが強まったことなども好感され反発しましたが、₁₂月に入り、
米国の追加制裁への警戒感や加速するルーブル安と国内景気見通しの不透明感などから下落しました。₂₀₁₅年 ₁ 月から期
末にかけては、ウクライナ情勢の緊迫化などから調整する局面はありましたが、上昇に転じました。株価水準が割安であ
るほか、ＥＣＢの量的緩和決定、原油価格の反発、ウクライナ情勢の緊張緩和、ギリシャ債務交渉の楽観的な見方などが
投資家心理の改善につながりました。

○為替相場
対円で見たロシア・ルーブルは、期首から₂₀₁₅年 ₁ 月にかけて下落基調となりました。2014年₁₁月から₁₂月は変動幅の

大きい展開となりました。ロシア中央銀行（以下、中央銀行）が、投機的な動きを防ぐため為替市場への介入を柔軟な政
策に変更したことや、ＯＰＥＣ（石油輸出国機構）総会で減産をしないことが決定されて原油価格が一段と下落したこと
で、ルーブルの下落圧力が強まりました。中央銀行は大幅利上げを発表しましたが、資本規制導入への警戒感からさらに

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ＭＳＣＩロシア10/40指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月₂₀日 ₈, ₅₈₈ ― ₆, ₉₃₄ ― ₉₃. ₂ ―

₈ 月末 ₈, ₄₉₅ △ ₁. ₁ ₆, ₈₃₉ △ ₁. ₄ ₈₉. ₈ ―
₉ 月末 ₈, ₄₁₂ △ ₂. ₀ ₆, ₆₇₅ △ ₃. ₇ ₈₇. ₆ ―
₁₀月末 ₈, ₃₀₉ △ ₃. ₂ ₆, ₆₄₂ △ ₄. ₂ ₉₅. ₉ ―
₁₁月末 ₈, ₀₇₇ △ ₆. ₀ ₆, ₅₆₃ △ ₅. ₄ ₉₅. ₆ ―
₁₂月末 ₆, ₈₉₁ △ ₁₉. ₈ ₅, ₄₉₉ △ ₂₀. ₇ ₉₀. ₅ ―

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₆, ₅₃₅ △ ₂₃. ₉ ₅, ₀₄₂ △ ₂₇. ₃ ₈₆. ₉ ―
（期末）₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日 ₇, ₉₁₄ △ ₇. ₈ ₆, ₁₈₁ △ ₁₀. ₉ ₉₃. ₁ ―

（注）騰落率は期首比。
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ダイワ・ロシア株ファンド

ルーブル安が進行しました。中央銀行とロシア政府が通貨防衛に向けた施策を発表し、₂₀₁₄年末にかけては反発しました
が、₂₀₁₅年に入り、原油価格の下落、ウクライナ情勢の緊迫化、追加の経済制裁への懸念が強まったこと、格付会社Ｓ＆
Ｐ（スタンダード・アンド・プアーズ）がロシアの外貨建て長期債格付けを投機的等級に引下げたことなどを受けて、
ルーブルの売り圧力が再び高まりました。期末にかけては、原油価格の反発などを手掛かりにルーブルもやや値を戻しま
した。

◆前期における「今後の運用方針」

・株式組入比率
「ダイワ・ロシア株マザーファンド」の受益証券を通じ、通常の状態で高位とする方針です。

・ポートフォリオ
当ファンドでは、豊富な天然資源の強みを背景に、国内需要の拡大など産業構造の変化が進むロシア経済の中長期的

な成長を享受することをめざします。当面は、ウクライナ情勢や国内景気の動向を注視しつつ、欧州の景気回復や、底
堅く推移している原油価格の恩恵が期待できるエネルギーセクターの比率を高位に維持します。一方で、規制リスクが
懸念され、業績見通しに不透明感が高い公益事業セクターに対しては慎重な見方をしています。

マザーファンドの外貨建資産の運用にあたっては、デカ・インベストメント社に運用の指図にかかる権限を委託し、今
後の運用を行なってまいります。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・ロシア株マザーファンド」の受益証券へ投資しました。
○ダイワ・ロシア株マザーファンド

ルーブル安の恩恵や堅調なキャッシュフローが見込まれる素材セクターを積極的に組入れ、規制リスクが懸念されて業
績見通しに不透明感が高い公益事業セクターに対しては慎重な投資姿勢を維持しました。株価水準に割安感があると判断
した MOBILE TELESYSTEMS（電気通信サービス）の買増しや業績拡大が見込まれた ALROSA（素材）などの組入れ
を引上げました。一方で、国内景気と経済制裁の影響が懸念された VTB BANK（金融）やニッケル価格の下落による業
績見通しが悪化した MMC NORILSK NICKEL（素材）などを一部売却しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
0. 0
-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0
-10. 0
-12. 0

当　期
（2014. 8. 20～2015. 2. 20）

基準価額
ＭＳＣＩロシア10/40指数
（配当込み、円換算）
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ダイワ・ロシア株ファンド

◆分配金について
当期は、基準価額の水準等を勘案し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₄年 ₈ 月₂₁日
～₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ―
対 基 準 価 額 比 率 （％） ―
当 期 の 収 益 （円） ―
当 期 の 収 益 以 外 （円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₆₇₇
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・ロシア株マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないます。

○ダイワ・ロシア株マザーファンド
当ファンドは、豊富な天然資源の強みを背景に、国内需要の拡大など産業構造の変化が進むロシア経済において、成長が

期待される企業に投資することにより、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。当面は、原油価格、ルー
ブル、ウクライナ情勢の動向を注視します。ルーブル安の恩恵や堅調なキャッシュフロー、相対的に高い配当が期待できる
素材セクターに注目している一方で、国内景気や経済制裁の影響が懸念される銀行株、規制リスクが懸念されて業績見通し
に不透明感が高い公益事業セクターに対して慎重な見方をしています。

外貨建資産の運用にあたっては、デカ・インベストメント社に運用の指図にかかる権限を委託し、今後の運用を行なって
まいります。
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ダイワ・ロシア株ファンド

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₈. ₂₁～₂₀₁₅. ₂. ₂₀）
金　額 比　率

信託報酬  ₇₁円 ₀. ₉₁₄％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₇, ₇₅₁円です。

（投信会社）  （₃₄）  （₀. ₄₃₅） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₃₄）  （₀. ₄₃₅） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃）  （₀. ₀₄₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₂₇   ₀. ₃₄₅  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式）  （₂₇）  （₀. ₃₄₅） 

有価証券取引税  ₀   ₀. ₀₀₀  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式）  （₀）  （₀. ₀₀₀） 
その他費用  ₁₈   ₀. ₂₃₂   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （₁₄）  （₀. ₁₈₃） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₃） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₄）  （₀. ₀₄₆） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　計  ₁₁₆   ₁. ₄₉₁  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年 ₈ 月₂₁日から₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダ イ ワ・
ロ シ ア 株
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₇₃₈, ₅₃₇  ₅₆₃, ₆₀₀ ₄₇₈, ₇₀₉ ₄₂₅, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（₂₀₁₄年 ₈ 月₂₁日から₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日まで）

項 目 当 期
ダイワ・ロシア株マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₈, ₀₆₄, ₅₃₆千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₄, ₂₆₉, ₅₅₀千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₁. ₈₈ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ ・ ロ シ ア 株
マ ザ ー フ ァ ン ド ₅, ₃₇₃, ₀₅₅ ₅, ₆₃₂, ₈₈₃ ₄, ₉₇₇, ₇₇₈ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。
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ダイワ・ロシア株ファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 5， 25₆， 7₃5， 575円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₁₈₇, ₉₅₆, ₆₇₀  
ダイワ・ロシア株マザーファンド（評価額） ₄, ₉₇₇, ₇₇₈, ₉₀₅  
未 収 入 金 ₉₁, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 2₃₃， 581， 279  
未 払 解 約 金 ₁₉₁, ₂₉₃, ₈₂₄  
未 払 信 託 報 酬 ₄₂, ₁₆₂, ₀₇₂  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₂₅, ₃₈₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 5， 02₃， 154， 29₆  
元 本 ₆, ₃₄₇, ₂₁₉, ₀₆₇  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₁, ₃₂₄, ₀₆₄, ₇₇₁  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 ₆， ₃47， 219， 0₆7口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7， 914円

＊ 期首における元本額は₆, ₀₁₀, ₃₀₆, ₁₅₂円、当期中における追加設定元本額は
₁, ₂₈₈, ₃₆₇, ₇₅₆円、同解約元本額は₉₅₁, ₄₅₄, ₈₄₁円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₇, ₉₁₄円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₁, ₃₂₄, ₀₆₄, ₇₇₁円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₈ 月₂₁日　至₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 18， ₆99円

受 取 利 息 ₁₈, ₆₉₉
（Ｂ）有価証券売買損益 △ 210， 005， ₃₃1

売 買 益 ₆₈, ₈₆₆, ₇₂₂
売 買 損 △ ₂₇₈, ₈₇₂, ₀₅₃

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 42， 287， 455
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 252， 274， 087
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 10₆， ₆₃0， 527
（Ｆ）追加信託差損益金 △ 9₆5， 1₆0， 157

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₄₃, ₆₀₆, ₄₉₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₁, ₁₀₈, ₇₆₆, ₆₄₈）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △ 1， ₃24， 0₆4， 771
次期繰越損益金（Ｇ） △ 1， ₃24， 0₆4， 771
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₉₆₅, ₁₆₀, ₁₅₇

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₄₃, ₆₀₆, ₄₉₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₁, ₁₀₈, ₇₆₆, ₆₄₈）
分 配 準 備 積 立 金 ₂₈₆, ₂₉₀, ₇₀₁
繰 越 損 益 金 △ ₆₄₅, ₁₉₅, ₃₁₅

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は ₇ ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表を参照。

（注 ₄ ） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：₉, ₂₂₅, ₂₃₀円（未監査）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・ロシア株マザーファンド ₄, ₉₇₇, ₇₇₈ ₉₄. ₇ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₇₈, ₉₅₆ ₅. ₃ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₅, ₂₅₆, ₇₃₅ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₂ 月₂₀日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₉. ₁₀円です。

（注 ₃ ） ダイワ・ロシア株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産
（₄, ₉₈₄, ₄₁₈千円）の投資信託財産総額（₅, ₁₉₈, ₃₄₄千円）に対する比率は、
₉₅. ₉% です。
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ダイワ・ロシア株ファンド

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益  ₀円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₄₃, ₆₀₆, ₄₉₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂₈₆, ₂₉₀, ₇₀₁
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₄₂₉, ₈₉₇, ₁₉₂
（ｆ）分 配 金  ₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₄₂₉, ₈₉₇, ₁₉₂
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₆, ₃₄₇, ₂₁₉, ₀₆₇口

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。
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ダイワ・ロシア株マザーファンド

運用報告書　第14期　（決算日　2015年 2 月20日）

（計算期間　₂₀₁₄年 8 月₂₁日～₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日）

　ダイワ・ロシア株マザーファンドの第₁₄期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 ロシアの金融商品取引所上場株式および店頭登録株式（上場予定および店頭登録予定を含みま
す。）ならびにロシアの企業のＤＲ（預託証券）

運 用 方 法

①主としてロシアの株式（※）の中から、豊富な天然資源の強みを背景に、国内需要の拡大な
ど産業構造の変化が進むロシア経済において、成長が期待される企業に投資することにより、
信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
　（※） 株式…ＤＲ、米ドル建ての株式等を含みますので、投資対象国以外の通貨の為替リス

クが発生する場合があります。
②運用にあたっては、以下の点に留意しながら投資することを基本とします。
　イ．業績動向、流動性等により銘柄の定量分析を行ない、投資対象銘柄を決定します。
　ロ ．財務内容、経営陣の評価、セクター内の競争力、バリュエーション、利益成長等に着目

し、買付候補銘柄を決定します。
　ハ．ポートフォリオの構築においては、業種分散、銘柄分散を考慮します。
③外貨建資産の運用にあたっては、デカ・インベストメント社に運用の指図にかかる権限を委
託します。
④株式の組入比率は、通常の状態で信託財産の純資産総額の80％程度以上に維持することを基
本とします。
⑤保有外貨建資産の為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・ロシア株マザーファンド

■当期中の基準価額と市況の推移

年　月　日
基 準 価 額 ＭＳＣＩロシア10/40指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月₂₀日 ₉, ₅₃₀ ― ₆, ₉₃₄ ― ₉₄. ₀ ―
₈ 月末 ₉, ₄₃₁ △ ₁. ₀ ₆, ₈₃₉ △ ₁. ₄ ₉₀. ₄ ―
₉ 月末 ₉, ₃₅₄ △ ₁. ₈ ₆, ₆₇₅ △ ₃. ₇ ₈₈. ₁ ―
₁₀月末 ₉, ₂₅₃ △ ₂. ₉ ₆, ₆₄₂ △ ₄. ₂ ₉₆. ₅ ―
₁₁月末 ₉, ₀₀₅ △ ₅. ₅ ₆, ₅₆₃ △ ₅. ₄ ₉₆. ₃ ―
₁₂月末 ₇, ₆₉₄ △ ₁₉. ₃ ₅, ₄₉₉ △ ₂₀. ₇ ₉₁. ₂ ―

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₇, ₂₇₈ △ ₂₃. ₆ ₅, ₀₄₂ △ ₂₇. ₃ ₈₇. ₈ ―
（期末）₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日 ₈, ₈₃₇ △ ₇. ₃ ₆, ₁₈₁ △ ₁₀. ₉ ₉₄. ₀ ―
（注 ₁ ） ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc. の承諾を

得て、ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数（配当込み、米ドルベース）をもとに円換
算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。
ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数は、ＭＳＣＩ Inc. が開発した株価指数で、同指数
に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc. に帰属しま
す。またＭＳＣＩ Inc. は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止
する権利を有しています。

（注 ₂ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

（注 ₃ ） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₉, ₅₃₀円　期末：₈, ₈₃₇円　騰落率：△₇. ₃％
【基準価額の主な変動要因】

当期の基準価額は、ロシア・ルーブルが下落したことにより値下が
りしました。

◆投資環境について
○ロシア株式市況

ロシア株式市況は、期首から₂₀₁₄年₁₀月中旬にかけて、世界経済
の先行き不安や米国の量的金融緩和終了と利上げ開始への警戒感、
原油価格の下落、不安定なウクライナ情勢などから、軟調な値動き
となりました。₁₀月下旬には、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の追加刺激
策への期待や米国経済に対する悲観的な見方の後退に加え、ウクラ
イナへの天然ガス供給再開をめぐりロシアとウクライナが合意に達
するとの見通しが強まったことなども好感され反発しましたが、₁₂
月に入り、米国の追加制裁への警戒感や加速するルーブル安と国内

景気見通しの不透明感などから下落しました。₂₀₁₅年 ₁ 月から期末
にかけては、ウクライナ情勢の緊迫化などから調整する局面はあり
ましたが、上昇に転じました。株価水準が割安であるほか、ＥＣＢ
の量的緩和決定、原油価格の反発、ウクライナ情勢の緊張緩和、ギ
リシャ債務交渉の楽観的な見方などが投資家心理の改善につながり
ました。

○為替相場
対円で見たロシア・ルーブルは、期首から₂₀₁₅年 ₁ 月にかけて下

落基調となりました。2014年₁₁月から₁₂月は変動幅の大きい展開と
なりました。ロシア中央銀行（以下、中央銀行）が、投機的な動き
を防ぐため為替市場への介入を柔軟な政策に変更したことや、ＯＰ
ＥＣ（石油輸出国機構）総会で減産をしないことが決定されて原油
価格が一段と下落したことで、ルーブルの下落圧力が強まりまし
た。中央銀行は大幅利上げを発表しましたが、資本規制導入への警
戒感からさらにルーブル安が進行しました。中央銀行とロシア政府
が通貨防衛に向けた施策を発表し、₂₀₁₄年末にかけては反発しまし
たが、₂₀₁₅年に入り、原油価格の下落、ウクライナ情勢の緊迫化、
追加の経済制裁への懸念が強まったこと、格付会社Ｓ＆Ｐ（スタン
ダード・アンド・プアーズ）がロシアの外貨建て長期債格付けを投
機的等級に引下げたことなどを受けて、ルーブルの売り圧力が再び
高まりました。期末にかけては、原油価格の反発などを手掛かりに
ルーブルもやや値を戻しました。

◆前期における「今後の運用方針」
・株式組入比率

組入比率は通常の状態で₈₀～₉₈％程度とする方針です。
・ポートフォリオ

当ファンドでは、豊富な天然資源の強みを背景に、国内需要の
拡大など産業構造の変化が進むロシア経済の中長期的な成長を享
受することをめざします。当面は、ウクライナ情勢や国内景気の
動向を注視しつつ、欧州の景気回復や、底堅く推移している原油
価格の恩恵が期待できるエネルギーセクターの比率を高位に維持
します。一方で、規制リスクが懸念され、業績見通しに不透明感
が高い公益事業セクターに対しては慎重な見方をしています。

　
以上のような方針のもとに、外貨建資産の運用にあたっては、デ

カ・インベストメント社に運用の指図にかかる権限を委託し、今後
の運用を行なってまいります。

◆ポートフォリオについて
ルーブル安の恩恵や堅調なキャッシュフローが見込まれる素材セク

ターを積極的に組入れ、規制リスクが懸念されて業績見通しに不透明
感が高い公益事業セクターに対しては慎重な投資姿勢を維持しまし
た。株価水準に割安感があると判断した MOBILE TELESYSTEMS
（電気通信サービス）の買増しや業績拡大が見込まれた ALROSA（素
材）などの組入れを引上げました。一方で、国内景気と経済制裁の影
響が懸念された VTB BANK（金融）やニッケル価格の下落による業
績見通しが悪化した MMC NORILSK NICKEL（素材）などを一部売
却しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは、運用の目標となるベンチマークを設けておりませ

ん。
当期の参考指数（ＭＳＣＩロシア₁₀/₄₀指数（配当込み、円換算））

の騰落率は△₁₀. ₉％となりました。一方、当ファンドの騰落率は
△₇. ₃％となりました。

《今後の運用方針》
　当ファンドは、豊富な天然資源の強みを背景に、国内需要の拡大など
産業構造の変化が進むロシア経済において、成長が期待される企業に投

11, 000

10, 000

9, 000

8, 000

7, 000

6, 000

5, 000

（円）

期　首
（2014. 8. 20）

期　末
（2015. 2. 20）

基準価額
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ダイワ・ロシア株マザーファンド

■売買および取引の状況
株　　　式

（₂₀₁₄年 ₈ 月21日から₂₀₁₅年 ₂ 月20日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額
外 

国

百株 千アメリカ・ドル 百株 千アメリカ・ドル

ロ シ ア ₄₆₂, ₁₅₂. ₁₅ ₃₅, ₆₄₃ ₄₀₀, ₀₃₃. ₂ ₃₄, ₁₁₈ 
（ ―） （ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　　式

（₂₀₁₄年 ₈ 月21日から₂₀₁₅年 ₂ 月20日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
SBERBANK-CLS（ロシア）  ₂, ₉₉₅ ₄₃₆, ₄₅₅ ₁₄₅  MAGNIT PJSC-SPON GDR REGS（ロシア）  ₇₀. ₃ ₄₃₃, ₇₆₉ ₆, ₁₇₀ 
MAGNIT PJSC-SPON GDR REGS（ロシア）  ₇₃. ₃ ₄₁₉, ₅₂₄ ₅, ₇₂₃  SBERBANK-CLS（ロシア）  ₂, ₀₇₅ ₃₂₄, ₄₅₇ ₁₅₆ 
NOVATEK OAO-GDR（ロシア）  ₃₀. ₇₅ ₃₂₁, ₈₅₅ ₁₀, ₄₆₆  NOVATEK OAO-GDR（ロシア）  ₂₇. ₈₅ ₂₉₆, ₀₇₈ ₁₀, ₆₃₁ 
LUKOIL OAO-ADR（ロシア）  ₅₉ ₃₀₀, ₅₀₀ ₅, ₀₉₃  TATNEFT-ADR（ロシア）  ₆₈ ₂₄₆, ₅₆₄ ₃, ₆₂₅ 
GAZPROM OAO-ADR（ロシア）  ₄₂₅ ₂₄₆, ₆₉₃ ₅₈₀  VTB BANK OJSC-GDR（ロシア）  ₉₅₅ ₂₁₆, ₀₀₇ ₂₂₆ 
URALKALI-GDR（ロシア）  ₁₃₀ ₂₂₀, ₆₇₈ ₁, ₆₉₇ LUKOIL OAO-CLS（ロシア）  ₄₀ ₂₀₈, ₇₆₅ ₅, ₂₁₉ 
ALROSA CO LTD（ロシア）  ₁, ₈₇₅ ₂₁₆, ₂₆₀ ₁₁₅  MMC NORILSK NICKEL-CLS（ロシア）  ₉. ₅ ₁₈₆, ₄₇₅ ₁₉, ₆₂₈ 
ROSNEFT OJSC-GDR（ロシア）  ₄₇₅ ₂₁₄, ₀₄₉ ₄₅₀  URALKALI-GDR（ロシア）  ₁₀₀ ₁₈₂, ₈₉₇ ₁, ₈₂₈ 
MOBILE TELESYSTEMS-SP ADR（ロシア）  ₁₉₀ ₁₉₃, ₉₇₃ ₁, ₀₂₀  GAZPROM OAO-ADR（ロシア）  ₂₇₅ ₁₈₁, ₈₂₄ ₆₆₁ 
TATNEFT-ADR（ロシア）  ₅₁ ₁₈₁, ₄₅₄ ₃, ₅₅₇  ALROSA CO LTD（ロシア）  ₁, ₆₁₅ ₁₈₁, ₆₄₄ ₁₁₂ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 30円
（株式） （ 30）

有価証券取引税 0
（株式） （ 0）

その他費用 20
（保管費用） （ 16）
（その他） （ 4）

合 計 50
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 ₂ ） 各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

資することにより、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ない
ます。当面は、原油価格、ルーブル、ウクライナ情勢の動向を注視しま
す。ルーブル安の恩恵や堅調なキャッシュフロー、相対的に高い配当が
期待できる素材セクターに注目している一方で、国内景気や経済制裁の
影響が懸念される銀行株、規制リスクが懸念されて業績見通しに不透明
感が高い公益事業セクターに対して慎重な見方をしています。
　外貨建資産の運用にあたっては、デカ・インベストメント社に運用の
指図にかかる権限を委託し、今後の運用を行なってまいります。
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ダイワ・ロシア株マザーファンド

■組入資産明細表
外 国 株 式

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

百株 百株 千アメリカ・ドル 千円 
（ロシア）
MOBILE TELESYSTEMS-SP ADR ₆₀₀ ₁, ₉₃₀ ₁, ₉₁₈ ₂₂₈, ₄₈₃ 電気通信サービス
VTB BANK OJSC-GDR ₈, ₅₀₀ ₅, ₅₀₀ ₁, ₁₇₇ ₁₄₀, ₁₈₀ 金融
NOVOLIPET STEEL-GDR ― ₂₂₅ ₃₀₉ ₃₆, ₈₄₆ 素材
TATNEFT-ADR ₃₅₀ ₁₈₀ ₆₀₈ ₇₂, ₄₆₀ エネルギー
MMC NORILSK NICKEL JSC-ADR ― ₅₀₀ ₉₀₃ ₁₀₇, ₆₃₆ 素材
SISTEMA JSFC-REG S SPONS GDR ₂₃₀ ₅₇₅ ₃₉₄ ₄₆, ₉₇₈ 電気通信サービス
MAGNIT PJSC-SPON GDR REGS ₇₀₀ ₇₃₀ ₃, ₆₂₁ ₄₃₁, ₃₂₄ 生活必需品
MEGAFON-GDR ₇₂₅ ₁, ₀₁₀ ₁, ₇₅₈ ₂₀₉, ₄₂₆ 電気通信サービス
URALKALI-GDR ₄₀₀ ₇₀₀ ₉₉₁ ₁₁₈, ₁₃₅ 素材
NOVATEK OAO-GDR ₁₈₀ ₂₀₉ ₁, ₈₁₃ ₂₁₅, ₉₃₇ エネルギー
LUKOIL OAO-ADR ₂₅₀ ₅₆₀ ₂, ₆₇₄ ₃₁₈, ₅₇₃ エネルギー
ROSNEFT OJSC-GDR ₂, ₅₅₀ ₄, ₄₀₀ ₁, ₉₅₃ ₂₃₂, ₆₇₃ エネルギー
TMK-GDR ― ₆₀₀ ₁₈₂ ₂₁, ₇₅₉ エネルギー
GAZPROM OAO-ADR ₃, ₇₀₀ ₅, ₂₀₀ ₂, ₆₈₁ ₃₁₉, ₃₂₁ エネルギー
SEVERSTAL-GDR ₁, ₅₀₀ ₁, ₃₀₀ ₁, ₄₇₈ ₁₇₆, ₀₄₁ 素材
SBERBANK-PREF-CLS ₁, ₂₅₀ ― ― ― 金融
SURGUTNEFTEGAS-PREF-CLS ₁₅, ₀₀₀ ₁₁, ₀₀₀ ₇₁₅ ₈₅, ₁₅₆ エネルギー
ALROSA CO LTD ₁₃, ₀₀₀ ₁₅, ₆₀₀ ₁, ₈₉₅ ₂₂₅, ₇₄₂ 素材
MOSCOW EXCHANGE MICEX-RTS ₁₀, ₅₀₀ ₁₆, ₀₀₀ ₁, ₉₈₈ ₂₃₆, ₈₆₆ 金融
SBERBANK-CLS ₁₈, ₃₀₀ ₂₇, ₅₀₀ ₃, ₂₈₆ ₃₉₁, ₃₉₂ 金融
TRANSNEFT-PREF-CLS ₇ ₆. ₉₅ ₁, ₆₃₁ ₁₉₄, ₂₉₄ エネルギー
URALKALI-CLS ₂, ₀₀₀ ₁, ₅₀₀ ₄₂₉ ₅₁, ₂₀₁ 素材
SEVERSTAL-CLS ₇₀₀ ₄₈₀ ₅₄₉ ₆₅, ₄₀₀ 素材
ROSTELECOM-CLS ₈, ₅₀₀ ₈, ₀₀₀ ₁, ₁₉₂ ₁₄₁, ₉₆₇ 電気通信サービス
TATNEFT-CLS ₁, ₅₀₀ ₂, ₀₀₀ ₁, ₁₁₂ ₁₃₂, ₅₁₀ エネルギー
SURGUTNEFTEGAZ-CLS ₁₆, ₀₀₀ ₁₄, ₀₀₀ ₇₈₉ ₉₄, ₀₄₁ エネルギー
MMC NORILSK NICKEL-CLS ₁₂₅ ₃₀ ₅₅₂ ₆₅, ₇₄₅ 素材
GAZPROM OAO-CLS ₄, ₄₀₀ ₄, ₅₀₀ ₁, ₁₇₃ ₁₃₉, ₇₂₂ エネルギー
ROSNEFT OIL COMPANY ₉₀₀ ₁₅₀ ₆₇ ₇, ₉₈₂ エネルギー
LUKOIL OAO-CLS ₆₀₀ ₂₀₀ ₉₇₀ ₁₁₅, ₅₉₈ エネルギー
FEDERAL HYDROGENERATING ₉₅₀, ₀₀₀ ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₀₀ ₁₀₇, ₁₉₀ 公益事業

フ ァ ン ド 合 計 株　数、金　額 ₁, ₀₆₂, ₄₆₇ ₁, ₁₂₄, ₅₈₅. ₉₅ ₃₉, ₇₁₉ ₄, ₇₃₀, ₅₉₀ 
銘柄数＜比率＞ ₂₈ 銘柄 ₃₀ 銘柄 ＜₉₄. ₀％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。

11



ダイワ・ロシア株マザーファンド

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₈ 月₂₁日　至₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₃8, 7₆8, ₆70円

受 取 配 当 金 ₃₈, ₇₄₇, ₂₀₃
受 取 利 息 ₂₁, ₄₆₇

（Ｂ）有価証券売買損益 △ ₃1₃, 914, 0₃9
売 買 益 ₉₄₂, ₅₄₀, ₅₁₃
売 買 損 △ ₁, ₂₅₆, ₄₅₄, ₅₅₂

（Ｃ）そ の 他 費 用 △ 10, 907, 222
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 28₆, 052, 591
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 25₆, 10₃, 5₆2
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 58, 1₆2, 798
（Ｇ）追加信託差損益金 △ 178, 198, 997
（Ｈ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） △ ₆₆2, 192, ₃52

次期繰越損益金（Ｈ） △ ₆₆2, 192, ₃52
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株         式 ₄, ₇₃₀, ₅₉₀ ₉₁. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₄₆₇, ₇₅₃ ₉. ₀ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₅, ₁₉₈, ₃₄₄ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₂ 月₂₀日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₉. ₁₀円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₄, ₉₈₄, ₄₁₈千円）の投資信託財産総額
（₅, ₁₉₈, ₃₄₄千円）に対する比率は、₉₅. ₉% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₂ 月₂₀日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 5, 2₃4, 071, 17₆円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₃₂₂, ₈₉₃, ₀₂₈  
株 式（評価額） ₄, ₇₃₀, ₅₉₀, ₅₅₉  
未 収 入 金 ₁₈₀, ₅₈₇, ₅₈₉  

（Ｂ）負 債 200, 799, 82₆  
未 払 金 ₁₀₅, ₇₉₉, ₈₂₆  
未 払 解 約 金 ₉₅, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 5, 0₃₃, 271, ₃50  
元 本 ₅, ₆₉₅, ₄₆₃, ₇₀₂  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₆₆₂, ₁₉₂, ₃₅₂  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 5, ₆95, 4₆₃, 702口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 8, 8₃7円

＊ 期首における元本額は₅, ₄₅₂, ₆₃₇, ₅₀₃円、当期中における追加設定元本額は
₇₅₁, ₁₉₈, ₉₉₇円、同解約元本額は₅₀₈, ₃₇₂, ₇₉₈円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・ロシア株ファンド（FOFs 用）（適格機関投資家専用）₃₃, ₇₈₆, ₈₆₀円、ダイ
ワ・ロシア株ファンド₅, ₆₃₂, ₈₈₃, ₂₂₅円、ダイワ新興 ₄ カ国株式ファンド（ダイ
ワＳＭＡ専用）₂₈, ₇₉₃, ₆₁₇円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₈, ₈₃₇円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₆₆₂, ₁₉₂, ₃₅₂円です。
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